
特別な教科 道 徳 

 

Ⅰ 研究主題と道徳 

１．研究主題のとらえ方―道徳の「目指す生徒像」 

道徳では、研究主題を踏まえ、目指す生徒像を次のように考え、３年次の実践に取り組んできた。 

【道徳の目指す生徒像】 

 

 

  中学校では教育活動全体を通して道徳性を養っていくが、その中核をなすのが、新たに位置付けら

れる「特別の教科 道徳」の時間である。激しい社会変化の中、誰も経験したことのない課題に直面

した際に、道徳的に向き合い、考え、他者と協働しながら、よりよい方向を目指すという資質・能力

を身に付けていくことが求められている。道徳的価値とは、社会とのかかわりの中で生きていくため

に必要なもので、人としてのよりよい在り方や生き方の礎となるものである。その「よりよい」を判

断するためには、複数の道徳的価値がぶつかる状況下で、自分とは異なる考え方の理解を深めるべく、

多面的・多角的な見方ができるようになる必要がある。特に、望ましい・すべきだと理解してはいる

ものの、なかなか実現や行動化できないという弱さに共感でき、さらに、それを克服するための方法

や納得解などを考え出そうとしたときに、本音で議論するようになり、より深く自身の道徳的価値に

迫っていけるものと考えている。 

これまでの自分の経験や習慣や考え方などを基に、他者の捉えとの違いを知ったり、自身の理想と

現実との差を受け入れたり、崇高なものに対する畏敬の念に気付いたりしていきながら、課題を解決

していく。このような過程における心の揺れを自覚しながら、自らよりよい生き方・考え方を求め、

見つめ直し続けていくような生徒を育てていきたい。 

 【３年間で目指す具体的な生徒の姿】 
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・道徳的な見方・考え方が授業以外の場面でどう

発揮されているか自覚できる中期的振り返り。 

 

 

 道徳的価値について誠実に向き合い、物事を多面的・多角的に考えながら、 

                人間としてのよりよい生き方・考え方を追究し続ける生徒 



２．研究のあゆみ 

前研究では、迫りたい内容項目に向けて生徒が考えを深化させていくような展開のさせ方が、主な

課題として残った。そこで本研究では、「考えた解決策が、関係者や場面・状況を配慮したうえで最

善のものであるかを検討し、納得解を求めていくこと」を重視して取り組む。 

１年次は、生徒が本気になって考え議論するような、問題解決型の教材・課題の開発に重点を置い 

た。二者択一の課題だけでなく、複数の道徳的価値がぶつかる課題にも取り組ませた。その結果、思

春期の揺れる気持ちとじっくり向き合える題材、当たり前の基準や一方向からの見方を見直す契機と

なった題材はもちろん、日常生活と無縁だったり衝撃を受けたりするような題材を扱った際も、生徒

は仲間との議論を自己内対話へ効果的につなげていることが分かった。それを踏まえて２年次は、議

論することが道徳的価値に深く迫るうえで有効な手立てとなる内容項目の幅を広げることに重点を

置いた。その結果、たとえば１年次に扱いが不十分だった「我が国の伝統と文化の尊重」において、

先人が長い年月をかけて育んできた文化や技術に対する考えを深めるなど、道徳の授業で触れねば目

を向けないであろう話題についても生徒は自分事として捉えて考えられることが分かった。一方で、

生徒にとって主体的な学びになりにくい内容項目に関する授業づくりについては、課題が残った。 

そこで３年次は、①特に「Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」におい

て仲間との交流が効果的にはたらく授業づくりをすること、②生徒一人一人が見通しをもって主体的

に学び、その実感をもったり意義を感じたりできるような手立てを講じること の２つへ重点を置い

て、研究を進めていく。 

 

３．道徳としての振り返り 

 実践を通しての成果（○）と課題（▲）は以下の通りである。 

○「生命の尊さ」に関する授業で、生命倫理に関わる現代的な課題を取り上げたところ、生徒は長期

的な視野を持ちながら思考・判断をしていた。ここから、答えの定まっていない現代社会の様々な

課題に向き合わせることが、議論を通して多様な価値観の仲間と協働しながら課題解決へ向かう上

で効果的だということが分かった。今後も、「Ｄの視点」への必要感を持たせるために、たとえば

同年代の人を扱ったものや生徒の関心が高いものなど、教材への考え方を柔軟にしていきたい。 

○「よりよく生きる喜び」に関する授業実践を行ったところ、人が努力する姿、思いを込めた行動な

ど、誰かの強い思いに心を動かされた瞬間に、人間の強さや気高さを感じていることが分かった。

同じ対象（人物や出来事など）を見ていても、感動を覚えた理由は人によって様々であり、それを

伝えることは、仲間との対話が効果的にはたらいている場面であった。ただし、「強い意志」「思い

やり」といった観点から学びを深めている生徒が多いことも事実である。生徒の多様な学びを認め

つつ、迫りたい価値に向かう上でふさわしい授業づくりを再検討し、実践を重ねる必要がある。 

▲自身の判断基準や学びを自覚できるような手立てに、改良の余地がある。議論することが効果的に

はたらいていたかを自覚するためには、誰のどのような意見に触れたことで自身の見方や考え方が

揺さぶられたかなど、生徒が思考の過程に立ち返れるようにする必要性を感じる。そのためには、

授業者が細かな指示や発問を設けるなどレールを敷いた状態の授業にしていないかを見直さねば

ならない。生徒自身が、たとえば「それぞれの立場から見ると何が問題となってくるのか」「こう

判断すると、その先に何が起こりえるか」といった観点を持ちながら、課題に立ち返ったり想像力

をはたらかせたりしながら多面的・多角的に再思考し、最善と思われる結論へ向かうような授業づ

くりをしていかねばならない。 

▲中期的な振り返りとして、毎時間書き溜めたクローバーカードを活用して積み重ねやつながりを実

感させることを試みた。生徒自身の中に学びとして残っている授業とそのときに考えたことを再確

認することはできるが、授業で育んだ道徳的な見方・考え方が授業以外の場面で発揮されたかなど、

汎用性や活用を実感させるには至らなかった。内容項目を意識させる機会を設けるなど、時には自

覚的に学ばせる場面も必要だと考える。 


